
外  国  語 

 

 

１ 研究テーマの設定 

 

   外国語科では、新学習指導要領の実施に際し、その中で示されている育成すべき資質・能力に基づ

いて、「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」の三つに、学習

プロセスとして促進すべき「主体的・対話的で深い学び」を加えた４つの枠組で研究テーマを設定し

た。 

 

２ 各テーマの研究内容 

 

学校現場での「指導と評価の一体化」の実現に資するために、評価の３観点に基づくテーマにおい

ては、具体的な指導法や（言語）活動を考案・実践するとともに、それぞれの評価方法についても研

究対象とした。「主体的・対話的で深い学び」については、主体的な学び、対話的な学び、深い学びの

それぞれが、明確な目的をもって効果的に行われる授業デザインを研究内容とした（詳細は下の表を

参照）。 

 

研究テーマ 研究内容 

英語授業における「知識及び技能」を高める

指導と評価 
◆文脈を意識した文法事項・文構造、語彙・表現の

提示・指導 

視点：具体的な言語材料の指導における、使用場

面と働きを明確にした文脈や談話の設定

の仕方 など 

◆知識・技能を見取るテストアイテム 

視点：（特定の）言語材料の正確な理解と「読む

こと」「聞くこと」「書くこと」における

使用能力を測る、ペーパーテストの設問 

など 

英語授業における「思考力，判断力，表現力

等」を高める指導・言語活動 
◆目的、場面、状況のあるタスク（＝単元タスク）

の設計と「思考・判断・表現」を含む評価項目 

視点：タスク設計の仕方、年間シラバスにおけ

る領域別単元タスクのバランス、レベル

調整 など 

◆単元タスクにつながる，教科書内容の学習におけ

る「思考・判断・表現」を促す働きかけ 

  視点：教科書レッスン・パートごとの思考・判

断を促す工夫と、それに基づく単元タス

クの実行可能性 など 

 

 

 



研究テーマ 研究内容 

英語授業における「主体的に学習に取り組

む態度」を促す指導と学習活動 
◆自律的学習、自己調整学習を促す働きかけ 

  視点：「振り返りシート」「ポートフォリオ」

等、自身の学習をメタ認知するシステム 

など 

◆自律的学習、自己調整学習を促すシステムの評価 

  視点：「振り返りシート」「ポートフォリオ」等

の評価法 など 

英語授業における「主体的・対話的で深い

学び」を促す指導と言語活動 
◆主体性をもって取り組む言語活動の工夫 

視点：生徒による選択、目的・行動の設定、各

技能向上へのつながり など 

◆対話的な学びを促す言語活動の工夫 

視点：話すこと[やり取り]を絡めた統合的活動、

読み手を設定した英作文 など 

◆深い学びを促す言語活動、発問の工夫 

視点：評価発問・推論発問の設定やそれらに基づ

く表現活動への発展 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■「知識及び技能」を高める指導と評価 

 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

英語授業における「知識及び技能」を高める指導と評価 

(2) 研究のねらい 

新学習指導要領の実施に当たり、言語材料に関する「知識及び技能」を高める指導と評価の在り方

を考え、実践することで、そのアプローチが言語学習にもたらす効果について考察する。 

(3) 研究担当者 

神奈川県立横浜翠嵐高等学校（全日制）  八角 勇貴 教諭 

 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画 

① 科目名：英語表現Ⅱ 

② 単元名：Lesson 8 Global Warming ～UNICORN English Expression 2（文英堂） 
③ 単元の目標：若者と親世代の価値観の違いについて、自らの経験を交えながら、客観性や論理性に 

注意して、自分の考えを書いて伝えることができる。読み手にわかりやすい英文になるよう、イ

ンターネットなどを活用し、表現の誤りなどを校正し、自らの学習課題を解決することができる。 

④ 単元の評価規準 a：知識・技能  b：思考・判断・表現  c：主体的に学習に取り組む態度 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・「似ている」、「違う」など

の表現を理解している。 

・類似点や相違点について書

く技能を身に付けている。 

若者と親世代の価値観の違い

について、自らの経験を交え

ながら、客観性や論理性に注

意して、自分の考えを書いて

伝えている。 

・若者と親世代の価値観の違

いについて、自らの経験を

交えながら、客観性や論理

性に注意して、自分の考え

を書いて伝えようとしてい

る。 

・自らの学習課題を見つけ、

それらを解決しようとして

いる。 

⑤ 単元（題材）の指導計画 

次 時 学習内容及び学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 a b c 

１ １ 

【導入】 

１ 学習目標の把握 

 (1) 単元の目標を理解する。 

 (2) 自らの学習について、うまく

できることやできないことな

ど、現在の状況を確認する。 

【展開】 

１ 重要表現の学習 

教科書の重要表現が実際にどのよ

うな使われ方をするかを理解す

る。 

・インターネットサイト「Youglish」

で、本単元の重要表現が使われて

いるYouTube動画を複数見る。表

現の使用場面の特徴などを各自考

え、ペア、クラスで共有する。 

・スライドに明示的に示された文法

項目の形式、意味、使用などをク

ラス全体で学ぶ。 

  〇 

自らの学習状況

について現状分

析が明確にでき

ている。 

ワークシート 



２ ２ 

２ 問題演習① 

(1) 文法問題と和文英訳問題の個 

人演習を行い、ペアで解答の

確認を行う。 

 (2) 自らの解答が正しい理由、誤 

っている理由を明確にする。 

  (3) ペアワークで、上記の「誤っ 

ている理由」について、さら

にインターネットで調べ、そ

の学びを共有する。 

   

  

３ ３ 

３ 問題演習② 

 (1) 和文英訳の個人演習を行う。 

 (2) ペア添削を複数回行う。 

 (3) ペア添削で出てきた疑問をグ

ループ又は異なるペアで議論

する。文法や表現に関する疑

問はインターネットで調べて

その場で解決していく。 

４ 振り返りシートの記入 

再度、同じ和文英訳の個人演習を

行う。自らの学習課題を解決する

ために必要な今後の学習について

振り返る。 

  〇 

自らの学習課題

を解決しようと

している。 

ワークシート 

４ ４ 

５ 英作文パフォーマンステスト 

問：「次の設問について，50語程度

の英文を書きなさい。」Describe 
some of the values that young 
people in Japan have that are 
different from those of their 
parents. 

〇 〇 〇 

ルーブリック パフォーマンス

テスト 

⑥ 授業実践例 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

1. 導入 

・本時の目標を確認し、現状分析を行う。英訳する際に自信のある部分には

実線、不安な部分には波線を書く。また波線にした理由を明確に記述し、

それらをペアで共有する。 

2. 重要表現の学習 

・今回のテーマであるsimilar / alikeなどの「似ている」という言葉について

の知識を書き出して、共有する。自らの学習についての現状分析を行うた

め、関連する知識まで全てを書き出す。 

・「Youglish」を用いて、similar / alikeが実際の場面でどのように使用されて

いるかを考え、各自の答えをペアで共有する。この際に、明示的な指導を

せずに、実際の使用場面から、用法を理解させる。 

・全体での共有後に、similar / alike / resembleについて明示的に指導する。 

3. 本時の復習 

・本時の学習内容についてペアで復習を行う。プリントやノートは一切見ず

に、本日の学びを口頭で言語化していく。（ブレインダンプ） 

【主体的に学習

に 取 り 組 む 態

度】 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：令和３年10月15日（金） 

 

 

 

 



○ 指導の詳細 

・知識の理解を促す指導 

特定の言語材料の知識を、技能として適切に使用できるものとするため、実際の使用場面を意

識し、用法を学ばせる。Youglishというサイトで、本単元の重要語彙が使われている動画を視聴し、

用法について気付いた点を共有する。生徒は、明示的な語彙指導からではなく、実際の使用場面か

ら、similarとalikeの使用や形式の特徴を自ら発見する。 

 

 

  〔Youglish〕（令和３年10月15日アクセス） 

   https://youglish.com/pronounce/similar/english?     https://youglish.com/pronounce/alike/english? 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技能の習得を促す指導 

単元の最初に、単元の学習の最後に行うパフォーマンステストの問いを提示し、目標達成のた

めに何をすればよいかを考えさせ、振り返りシートを用いて、自らの学習を調整することができる

よう指導する。本単元で学んだ重要表現に関する知識を、どれだけ技能として活用できているかを

確認させ、自らの学習課題を発見し、それらを解決しようと自立的に取り組む学習者を育てる。 

     〔ワークシート（抜粋）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和文英訳する際の疑問点を書

き出す。 

教科書の和文英訳問題に解答

するために、必要な言語材料

の知識・技能がどのくらいあ

るかを自己評価し、割合で表

す。 

https://youglish.com/pronounce/similar/english?
https://youglish.com/pronounce/alike/english?


(2) 結果の検証 

ア パフォーマンステストにおける「知識・技能」の評価 

○ 内容 

若者と親世代の価値観の違いについて、自らの経験を交えながら、客観性や論理性に注意して、

自分の考えを書いて伝える。 

○ 採点の基準 

学習到達目標に基づき作成したルーブリックを使用した。 

 
正確さ 

（知識・技能） 

内容 

（思考・判断・表現） 

態度 

（主体的に学習に取り組む態度） 

A 
ほぼ正確な文章を書いている。 異なる価値観について、具体例を

用いて詳細に記述している。 

異なる価値観について、具体例を

用いて詳細に記述しようとしてい

る。 

B 多少の誤りはあるが、伝わる英文

を書いている。 

異なる価値観について記述してい

る。 

異なる価値観について記述しよう

としている。 

C 伝わらない英文が見られる。 異なる価値観について記述してい

ない。 

異なる価値観について記述しよう

としていない。 

 

○ 生徒の解答例及び採点の結果 

〔生徒の解答例①〕全てAとなる例 

 

 

〔生徒の解答例②〕正確さB、内容A、態度Aとなる例 

 

 

 
 

 
〔採点の結果〕（N=35） 

 
正確さ 

（知識・技能） 

内容 

（思考・判断・表現） 

態度 

（主体的に学習に取り組む態度） 

A 28人 (80.0%) 31人 (88.7%) 31人 (88.7%) 

B 7人 (20.0%) 4人 (11.4%) 4人 (11.4%) 

C 0人 ( 0.0%) 0人 ( 0.0%) 0人 ( 0.0%) 

 

○ 考察 

単元で学習した言語材料を積極的に使用するよう指導したこともあって、「似ている・違う」

などの表現を、多くの生徒が正確に使用した。一方、既習の表現、文法での誤りが散見され、

様々な言語活動において正確に活用できるレベルまで既習の表現や言語材料の知識・技能を高め

ることが重要であると感じた。また、多くの解答に同じ表現を繰り返し使用している傾向がみら

れた。繰り返しを避けるために類義語の学習を取り入れることや、同じパターンでの書き方とな

らないように、基本的な文法事項を用いた様々な表現方法の学習が必要である。 

 

 

 

文法の誤りが目立つため、正確さ（知識・技能）

をBとする。 



イ 「知識及び技能」を高めるための学習方略の活用度 

○ 生徒の評価 

実施方法：アンケート（マークシート・記述） 
対象生徒：３年生（33名） 

 
質問①：実際の使用場面を動画などで確認することは、語彙や表現の学習に重要だ。 

大いにそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない 
15人 16人 2人 0人 

45.5% 48.5% 6.1% 0.0% 
質問②：実際の使用場面を動画などで確認することは、語彙や表現の習得に役立つ。 

大いにそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない 
7人 21人 4人 1人 

21.2% 63.6% 12.1% 3.0% 
質問③：家庭学習で、実際の使用場面を動画などで確認して、語彙や表現の学習をしている。 

している 少ししている 余りしていない 全くしていない 
2人 14人 15人 2人 

6.1% 42.4% 45.5% 6.1% 
質問④：自己認知を行うことで、自らの課題を見つけることができた。 

※「自己認知」とは、できることとできないことなど現在の学習状況を確認すること

と定義する。 

できた 少しできた 余りできなかった できなかった 
12人 18人 3人 0人 

36.4% 54.5% 9.1% 0.0% 
質問⑤：自己認知を行うことで、自らの課題を解決することができた。 

できた 少しできた 余りできなかった できなかった 
9人 17人 6人 1人 

27.3% 51.5% 18.2% 3.0% 
質問⑥：自己認知を行うことは、学習効率を高めると感じる。 

大いにそう思う そう思う そう思わない 全くそう思わない 
13人 19人 1人 0人 

39.4% 57.6% 3.0% 0.0% 
 

○ 考察 

94.0%の生徒が、語彙や表現の学習において、実際の使用場面を動画などで確認することの重

要性を感じており（質問①）、84.8%の生徒が習得に役立つと感じている（質問②）。しかし、家

庭学習でそれを実践している生徒は48.5%である（質問③）。また、97.0%の生徒が、自己認知を

行い、自らの課題を見つけることが学習効率の向上につながることを実感していることが分かっ

た（質問⑥）。しかし、生徒一人ひとりが見つけた課題を授業内ですべて解決することは極めて

困難であるため、家庭学習などの自律的な学習を促していく必要がある。 

新学習指導要領に基づく、目的や場面、状況などに応じて適切に活用される「知識及び技能」

を身に付けさせることが非常に重要であり、それらが生徒の関心・意欲を引き出し、英語力の向

上につながっていくと思われる。また、動画等の活用にはこれからも研究が必要である。 

 

 

 

 

 



■「思考力、判断力、表現力等」を高める指導・言語活動と評価 

 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

英語授業における「思考力、判断力、表現力等」を高める指導・言語活動と評価 

(2) 研究のねらい 

新学習指導要領の実施に当たり、目的や場面、状況に応じた「思考力、判断力、表現力等」を高め

る指導と評価の在り方を考え、実践することで、そのアプローチが言語学習にもたらす効果について

考察する。 

(3) 研究担当者 

神奈川県立平塚江南高等学校（全日制）  辻 祐哉 教諭 

 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画 

① 科目名：コミュニケーション英語Ⅰ 

② 単元名：Lesson 5 Umami ～Revised ELEMENT English Communication I（啓林館） 
③ 単元の目標：本単元の指導を通して、以下の力を身に付けさせる。 

・レシピの作成を通じて教科書の内容（うまみ・食）を現代社会に結びつけて考える力 

・与えられた情報に対して批判的に考える力 

④ 単元の評価規準 a：知識・技能 b：思考・判断・表現 c：主体的に学習に取り組む態度 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・レシピを書いて伝えるため

に必要となる語彙や表現を

理解している。 

・食について、情報や考え、

気持ちなどを、理由ととも

に書いて伝える技能を身に

付けている。 

読み手に「食べてみたい」と

思ってもらえるように、食に

ついて、情報や考え、気持ち

などを、理由とともに書いて

伝えている。 

読み手に「食べてみたい」と

思ってもらえるように、食に

ついて、情報や考え、気持ち

などを、理由とともに書いて

伝えようとして 

いる。 

 

⑤ 単元（題材）の指導計画 

次 時 学習内容及び学習活動 

評価の観

点 
評価規準 評価方法 a b c 

１ 

１ 

【語彙・文法】 

新出語彙・新出文法の確認 
  〇 

授業内容を振り

返り、今後の学

習に生かそうと

している。 

振り返りシート

の記述 

２ 

【文法・導入】 

新出文法の確認 

スピーキングストラテジー 

教科書の導入 

  〇 

授業内容を振り

返り、今後の学

習に生かそうと

している。 

振り返りシート

の記述 

２ 

３ 

【Part 1】 

Part 1の内容理解、解説 
  〇 

授業内容を振り

返り、今後の学

習に生かそうと

している。 

振り返りシート

の記述 

４ 

【Part 2】 

Part 2の内容理解、解説 
  〇 

授業内容を振り

返り、今後の学

習に生かそうと

している。 

振り返りシート

の記述 



５ 

【Part 3】 

Part 3の内容理解、解説 
  〇 

授業内容を振り

返り、今後の学

習に生かそうと

している。 

振り返りシート

の記述 

６ 

【Part 4】 

Part 4の内容理解、解説 
  〇 

授業内容を振り

返り、今後の学

習に生かそうと

している。 

振り返りシート

の記述 

３ 

７ 

本

時 

【パフォーマンステストの導入】 

レシピやメニューの読み取り 

レシピの作成 
  〇 

授業内容を振り

返り、今後の学

習に生かそうと

している。 

振り返りシート

の記述 

８ 

レシピの完成、全体共有 

〇 〇 〇 

最終ページに記

載のあるルーブ

リック参照 

成果物 

振り返りシート

の記述 

 

⑥ 授業実践例 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

1. 導入 

・モニターに表示したレシピを見て何の料理ができるのか、ペア又はグルー 

プで推測する。 

・その料理に関してペアで会話をする。 

2. レストランメニューの読み取り 

・レストランメニューの見方や表記を考える。 

・veganやfree-rangeなど「食」に関する多様な価値観について理解を深め

る。 

3. レシピの作成 

・複数のレシピを参考にし、レシピの作成に活用できるような表現をペアで

確認する。 

・Chromebookを用いて、レシピを作成する。 

4. 本時の振り返り 

・本時の学習内容について振り返りシートに入力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学習に

取り組む態度 

（振り返りシー

トの記述） 

実施日：令和３年11月２日（火） 

 

○ 指導の詳細 

  ・「思考力、判断力、表現力等」を高める指導・言語活動 

単元の最後に行うパフォーマンステストのレシピ作成の指示に、コミュニケーションを行う目

的や場面、状況などを明確に示した（図１）。また、教科書や、関連する時事的な話題を扱った

他教材から必要な情報を得て取り組むよう指導した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

     図１ 生徒のハンドアウトに載せた本単元のパフォーマンステストの指示 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



(2) 結果の検証 

ア 「思考力、判断力、表現力等」を高める指導・言語活動についての生徒の評価 

① 実施方法：アンケート（選択・記述） 

② 対象：１年生（77名） 

③ 実施時期：本単元終了時 

④ 結果 

○ 本単元と他の単元のパフォーマンステストの比較評価 

 

   図２ 本単元と他の単元のパフォーマンステストの比較評価 

 

○ 本単元のパフォーマンステストの評価 

 

図３ 本単元のパフォーマンステストの評価 

 

○ 本単元のパフォーマンステストの評価の理由（一部抜粋、原文のまま） 

・目的を具体的に設定してレシピを作成するのは、つくる相手にとってどんなものが良いか考

えたりふだんとはまた違った頭の使い方ができて思考力が高まったと思います。 

・日本語でもちょっと考える必要のある課題だったので、英文にする際に表現方法を考え込む

必要があってやりがいがあった。（難しい表現を削り、英文をつくるという思考力） 

・ヴィーガンやベジタリアンについて知識が浅かったからこそ、わからないことが多くてとて

も苦戦していたけれど、最後にレシピができた時に実際に海外の人にも見てもらいたいと思

えるくらい、楽しくできたので良かったかなと思った。 



・ベジタリアン等の人たちのことを知ることができて、将来そのような人に出会ったときには

考えて行動できるなと思った。 

・翻訳に頼ってしまった部分が多かったから。 

 

⑤ 考察 

本単元終了時までに実施した４回のパフォーマンステストを比較する質問では、81.8%の生徒

が本単元のパフォーマンステストで思考力が高まったと回答している（図２）。他の単元のパフ

ォーマンステストではトピックとルーブリックを提示するのみであったが、本単元のパフォー

マンステストでは、コミュニケーションを行う目的や場面、状況について具体的な条件を示し

た。このことが要因であると推察される。 

本単元のパフォーマンステストについて、98.7%の生徒が肯定的に評価した（図３）。「（とて

も）よかった」と評価した生徒の理由から、交流相手の「食」に関する制限を考慮してレシピ

を考案する過程や、交流相手に伝わる表現になるようレシピを推敲する過程で、思考力の高ま

りを感じていることが分かる。また、「食」に関する多様な考え方について理解を深める過程で、

自らの学びを客観的に振り返っている記述からは、「主体的・対話的で深い学び」が実現してい

る様子がうかがえる。一方、本単元のパフォーマンステストを「よくなかった」と評価した生

徒の理由に、「翻訳に頼ってしまった」とあった。レシピやレストランメニューの読み取りなど

の内容面の指導に加え、書いて伝えるために有用な語彙や表現、文や内容の構成など、英語使

用の適切さについての言語面の指導を行う必要がある。 

 

 

イ 「思考力、判断力、表現力等」を高める指導・言語活動についての生徒の反応（振り返りシート） 

○ 生徒のコメント（一部抜粋、原文のまま） 

・レシピを書くときに、人参はa, two…と数えられて、他の野菜や食材も大体そうだろうと思

っていたら、結構、不可算名詞が多くて、stalks ofという新しい表現を知ることができまし

た。ただ、なんでその食材をa, two…と数えてはいけないのかがよくわからないので、調べ

ようと思います。他の野菜の数え方も知っておきたいです。 

・今日は、単語テストの結果や手応えなどを含めて自分の中で、単語の学習の仕方があってい

るものを見つけたので今後もそれを続けていきたい。 

・授業の後に振り返りを書き、テスト前などにもう一度見て、どこが苦手なのか、何ができた

のかを知れるため、活用しやすいと思った。 

・仲間と協力してレシピを完成させることができたので良かった。 

・食材を限定した上で、自分でレシピを選んで英語に変換することで、文章構成や、伝わりや

すくするにはレシピにどう工夫をすればいいのかなどを考えられた。 

 

○ 考察 

新しく生じた疑問に対する積極的な姿勢や自身の学習方略を見つめ直すメタ認知についての

言及が多くみられた。また、振り返る機会の重要性について認識している意見も多くみられた。

受動的に授業を受けるのではなく、レシピ作成という課題に取り組むことを通して、能動的に

授業に参加している様子が確認できた。 

 

 

 

 

 

 



ウ パフォーマンステストにおける「思考・判断・表現」の評価 

① 内容：図１参照 

② 対象：１年生（77名） 

③ 実施時期：本単元第８時 

④ 採点の基準 

生徒全員に達成してほしい状況を〇に記述している（図４）。「理解のしやすさ」を「知識・

技能」、「適切さ」を「思考・判断・表現」、「意欲・態度」を「主体的に学習に取り組む態度」

として見取ることができる。「適切さ」と「意欲・態度」の◎にある「交流相手にふさわしい」

とは、(1)食の多様性を理解し、相手が食べられる料理のレシピになっている、(2)各自が自由

に設定した交流相手の状況の詳細に即している、の二つの条件を満たしている状況とした。 

 
     図４ 生徒に提示したパフォーマンステストのルーブリック 

⑤ 結果 

 理解のしやすさ 

（知識・技能） 

適切さ 

（思考・判断・表現） 

意欲・態度 

（主体的に学習に取り組む態度） 

◎ 63人 (81.8%) 77人 (100.0%) 77人 (100.0%) 

〇 14人 (18.2%) 0人 (  0.0%) 0人 (  0.0%) 

△ 0人 ( 0.0%) 0人 (  0.0%) 0人 (  0.0%) 

  
 表１ 本単元のパフォーマンステストの採点の結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



⑥ 生徒の解答例（文法等の誤りを含む） 

解答例１（評価：知識・技能◎、思考・判断・表現◎、主体的に学習に取り組む態度◎） 

 

 

解答例２（評価：知識・技能◎、思考・判断・表現◎、主体的に学習に取り組む態度◎） 

 

             



             

             

             

             

             

             

             

             

             

             

              

 

解答例３（評価：知識・技能◎、思考・判断・表現◎、主体的に学習に取り組む態度◎） 

 

 

解答例４（評価：知識・技能〇、思考・判断・表現◎、主体的に学習に取り組む態度◎） 



 
 

 

 

 解答例５（評価：知識・技能〇、思考・判断・表現◎、主体的に学習に取り組む態度◎） 



 

⑦ 考察 

採点の結果、「思考・判断・表現」は全員が◎の評価となった（表１）。すべての生徒が食の 

多様性について理解し、交流相手が食べられるレシピを作成することができた。また、生徒の

成果物や活動の様子から、「主体的に学習に取り組む態度」についても全員が◎の評価であった。

「知識・技能」については、多少差がついたものの、交流相手に理解してもらえる表現かを

ALTなどに確認している生徒も少なくなかったため、全体的によい評価となった。「理解のしや

すさ」で〇の評価となった生徒の英文には、“It seems many kinds tea.”（意味が通らない）や、

“This recipe doesn’t the traditional Japanese food,”（動詞が欠落している）などコミュニケー

ションに支障をきたす文構造の誤りが見られた。 

 

エ 「思考力、判断力、表現力等」を高める指導・言語活動についての教員の反応（アンケート２名） 

○ 教員のコメント（一部抜粋、原文のまま） 

・生徒がいきいきと取り組んでいたことが大変よかったです。問題に答えて正解を求めるもの

ではなく正解もないものに対して、それぞれの個性を発揮することができたと思います。 

・レシピやデザインが多種多様で、生徒も意欲的に取り組んでいたようなので良い活動だった

と思います。 

・使える英語というのは、目的、場面、状況を意識する必要があると考えるので、これからも

更にそのようなことを意識していきたい。 

・単元で学んだ知識を活用したり本文の内容理解を深めたりするには、このようなパフォーマ

ンステストが必要だと思うから。 

・常に、目的、場面、状況を意識してやることができるかどうかの不安を感じる。 

○ 考察 

生徒が主体性をもって言語活動に取り組んでいる様子が教員の目からも観察されている。本

単元のパフォーマンステストを実践した教員は私の他に２名おり、その両名が今後も「目的、

場面、状況を意識」したタスクを取り入れていきたいと回答した。しかし一方で、それが実現



可能かどうか心配していることも分かった。タスク設定のノウハウや実際に実施可能なタスク

例などを蓄積し、教員間で共有することで、このような不安を払しょくすることができると考

える。 

 

３ まとめ 

パフォーマンステストの内容を適切に設定することは、「思考力、判断力、表現力等」の育成につなが

る指導の重要なポイントである。意見や考えを述べさせたり、書かせたりするためにトピックを提示し、

採点の基準を示すだけでなく、コミュニケーションを行う相手や状況などについての条件を示すことに

より、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じた表現内容となるよう指導を行うことが

できる。また、「このパフォーマンスを行うことで〇〇ができるようになる」、「〇〇のような状況で英語

を使って対応できる」というCAN-DOを生徒と共有することも大切であり、そのためには教員間で綿密な

年間計画を立てていくことが必要であることを改めて実感した。３年間で育成したい生徒像を意識して、

年間計画、単元計画、というように逆向き設計（バックワード）での授業デザインを行っていくことが

より一層求められていると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■「主体的に学習に取り組む態度」を促す指導と学習活動 

 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

英語授業における「主体的に学習に取り組む態度」を促す指導と学習活動 

(2) 研究のねらい 

新学習指導要領の実施に当たり、「主体的に学習に取り組む態度」を促す指導と学習活動の在り方

を考え、実践することで、そのアプローチが言語学習にもたらす効果について考察する。 

(3) 研究担当者 

神奈川県立上溝南高等学校（全日制）  柳谷 孝一 教諭 

 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画 

① 科目名：コミュニケーション英語Ⅱ 

② 単元名：Lesson 6 Gaudi and His Messenger ～Revised LANDMARK English CommunicationⅡ 

（啓林館） 

③ 単元の目標：日常的な話題や社会的な話題について、聞いたり読んだりしたことを基に、情報や考 

えなどを理由とともに話して伝えることができる。また、単元での学習目標を自ら設定し、目標

に照らし合わせて自らの学習過程・学習結果を自己省察することができている。 

④ 単元の評価規準 a：知識・技能 b：思考・判断・表現 c：主体的に学習に取り組む態度 

 

⑤ 単元（題材）の指導計画 

次 時 学習内容及び学習活動 
評価の観点 

評価規準 評価方法 a b c 

１ １ 

【本単元の目標設定・導入】 

・単元を通して身に付けたい力を学

習ポートフォリオに記入する(目

標設定)。 

・テーマに関するOral 
Introductionを聞いて、必要な情

報を理解する。 

・世界的に有名な建築物などの写真

や動画を視聴し、背景知識を理解

する。 

  ○ 

 

・適切に目標設

定がされてい

る。 

 

・学習ポートフ

ォリオ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・情報や考えを述べるために

必要となる語彙や表現、音

声等を理解している。 

・日常的な話題や社会的な話

題についての情報や考えを

理由とともに話して伝える

技能を身に付けている。 

・聞き手に自分の考えや気持

ちを理解してもらえるよう

に、日常的な話題や社会的

な話題についての情報や考

えを、聞いたり読んだりし

たことを基に理由とともに

話して伝えている。 

 

・聞き手に自分の考えや気持

ちを理解してもらえるよう

に、理由とともに伝えよう

としている。 

・目標設定がなされ、目標に

照らし合わせて自らの学習

過程・学習結果を省察する

ことができている。 



２ 

２

〜

８ 

【内容理解活動・活動モニタリン

グ】 

・本文を読んで、概要・要点をグラ

フィックオーガナイザーにまとめ

る。 

・本文で用いられている語句・文構

造などの意味と働きを理解する。 

・ペアによる音読活動(サイトトラ

ンスレーションなど)を通して、

発音の確認と本文内容の整理をす

る。 

・リテリング（本文の内容を自分の

言葉で再生する）を通して語彙や

表現の定着・内容理解の促進を図

る。 

・学習ポートフォリオに「できるよ

うになったこと」や「現在用いて

いる学習方略の効果」について記

入する（活動モニタリング）。 

○  ○ 

 

 

・英文を読んだ

り聞いたりし

て、概要や要

点を理解する

こ と が で き

る。 

 

 

 

 

 

 

 

・適切に活動の

モニタリング

が さ れ て い

る。 

 

 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習ポートフ

ォリオ 

 

３ ９ 

【ポストリーディング活動】 

・Dictoglossの手法を用い、本文の

復習をする。 

・外尾氏の日本社会へ警鐘を鳴らす

メッセージと、人助けに対する意

識を調査した結果をまとめた表を

参考に、「日本人は他人に無関心

か」というテーマで意見を書く

(open-ended)。 

 ○ ○ 

 

 

 

・教科書で学ん

だことを生か

しながら、自

分自身の意見

を論理的に書

けている。 

 

 

 

・ワークシート 

 

・学習ポートフ

ォリオ 

４ 10 

【ディスカッション】 

・「日本人は他人に無関心か」とい

うテーマで、グループディスカッ

ションを行う。グループごとに意

見をまとめ発表する。 

 ○ ○ 

 

・聞き手に自分

の考えや気持

ちを理由とと

もに伝えてい

る。 

 

・ワークシート 

 

・学習ポートフ

ォリオ 

５ 11 

【自己省察】 

・本単元でどのような力が身に付い

たかを振り返る(省察)。また、そ

の内容をグループ・クラスで共有

する。 

  ○ 

 

・学習結果を省

察することが

できている。 

 

・学習ポートフ

ォリオ 

 

 

(2) 結果の検証 

  ア 検証事項 

自己調整学習や自己評価を促すツールとして「学習ポートフォリオ」を活用し、その取組状

況から「主体的に学習に取り組む態度」を見取ると同時に、その有用性について検証する。 

 

  イ 検証方法 

① 調査対象：コミュニケーション英語Ⅱを受講する２年生74名 

② 調査期間：令和３年９月から令和３年12月 

③ 分析方法 

・学習ポートフォリオ記述内容の分析 

９月と11～12月の計２回記入させた学習ポートフォリオの、「Ⅲ振り返り」項目中の「こ

れまでの英語学習でできるようになったこととその理由」についての自由記述を、テキスト

マイニングソフトウェア「KH Corder」を使って分析し、その＊共起ネットワークを調べた。 



     ・質問紙の自由記述の分析 

９月及び12月に実施した質問紙調査の自由記述「学習ポートフォリオに取り組んだ感想」

について、同様にテキストマイニングを行った。 

 
＊語と語のつながり、段落や文における出現パターンの類似性を元に、文章中におけるそれらの語

の頻度や関連性を一つの図に示したもの 

 

〔実際に使用した学習ポートフォリオ〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 分析結果 

    ① 「これまでの英語学習でできるようになったこととその理由」（学習ポートフォリオ記述）の 

共起ネットワーク 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 「これまでの英語学習でできるようになったこととその理由」(N=74) 

 

     円の大きさから出現頻度も高く、結びつきも強固なＡ群の語のつながりに注目すると、多くの

学習者が「英単語」と「熟語」に対して「覚える」ことができるようになったという実感がある

ことが推察される。さらに、「リスニング」に対しても、「英単語」と「熟語」と関連させて、そ

の力の向上を実感していることが読み取れる。また、Subgraph07の集合（Ａ群の左）は語の出

現頻度はそれほど高くないものの、穴埋め音読したことがテストの点数に結びついたと考えるこ

ともできる。このことから、当該の学習者が英語力の向上について、その要因となる言語知識や

言語活動、学習方略を客観的に認知していることがうかがえる。以下は、学習者の記述の一部

（原文のまま）である。 

・リスニングや英単語・熟語の上達は実感できた。その理由は、発音に重点を置いて勉強する

ことができたからである。 

・今回初めて穴埋め音読を完璧にできるようになって、授業内でしっかりと話すことができて、

少し自分の中で自信がつきました。音読しつつ、内容を理解し、足りないところを補うとい

う自分のやり方を見つけられてよかった。英単語は何度も反復し、最初はなかなか完璧に答

えられなかったが、２回目には答えられるようになっていき、反復することの重要性が理解

できた。 

・授業内のスピーキングはいつもより力を入れて率先して取り組むことができた。教科書の英

文を自分で要約して、英語で自分の言葉で言うのは難しかったけれど、スラッシュ音読や穴

埋め音読はペアでよく取り組めたと思う。授業内で多くやったので関係していると思います

が、穴埋め音読の空所に入る英単語・熟語はかなり暗記できていて、テスト前にあまり復習

せずに済みました。 

・電車の中で英単語の勉強を  毎日やったので、覚えることができた。文型など

を基礎からやったので、文の構成が分かるようになった。授業で発音記号を意識して練習を

したので、家でも発音記号を参考に練習をした。 

 

A 



② 「学習ポートフォリオに取り組んだ感想」（質問紙自由記述）の共起ネットワーク 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 「学習ポートフォリオに取り組んだ感想」(N=74) 

 

     語の出現頻度が高く、関連も強いＢ群のつながりから、学習ポートフォリオを活用することで、

多くの学習者が、自分自身の目標を明確にし、事後に振り返りをすることができると感じている

ことが読み取れる。また、「次に」「次回」という言葉も頻出し、特に「次に」はＢ群にも属して

いることから、学習ポートフォリオが、活動の振り返りだけでなく、次の学習に活かすことにも

役立つツールであることを認識していることが推察される。主にその日の授業で学習した内容を

振り返る、いわゆる「振り返りシート」と異なり、学習ポートフォリオの活用は、「目標設定」・

「活動のモニタリング」・「振り返り・自己省察」が一連のサイクルとなり、英語学習のプロセス

として機能することをねらいとしている。このサイクルをくり返し行うことで、なぜ英語学習が

うまくいったのか、あるいはうまくいかなかったのかを考えるための資料となり、自律的な英語

学習者の育成にもつながることが期待できる。以下は、学習者の記述（原文のまま）の一部であ

る。 

     ・自分の振り返りをすることで、足りないところはどこかなどを理解することができる。また

それを次回の授業に活かし、自分の予習復習の効率を上げる。 

     ・自分の立てた目標がすぐにわかり、達成するための手立ても書いてあるから、勉強の仕方に

迷わない。 

     ・目標を明確にすることで、自分が何をすべきかがはっきりして学習に取り組みやすくなるこ

と。また、目標に対する過程や結果がわかりやすいので振り返りやすく、次の目標を立てや

すい。長期的な学習をする際に役立つ。 

     ・自分の目標を書き出すことで、意識して勉強することができる。そして最後は振り返りをし

て、何ができるようになったか、何ができていないかなどを意識することで、自分のプラス

の面は伸ばすことができるし、できなかったことは次につなげることができる。 

B 



    ③ 学習を自己調整する力についての自己評価の変化 

新学習指導要領の総則には、「学習の見通しを立てたり学習したことを振り返ったりする活

動を、計画的に取り入れ工夫すること」と記されており、学習者には学習を自己調整する力が

必要である。そこで、学習ポートフォリオによってその力がどのように変化したかを調べるた

めに、コミュニケーション英語Ⅱの授業で、初めて学習ポートフォリオを使用した９月と３か

月後の12月に、以下の質問について自己評価（５件法）をさせた (N=35)。 

 

質問１．自分で立てた目標を達成することができた。 

質問２．目標に向かって粘り強く取り組むことができた。 

質問３．課題に取り組んでいる時、取り組み方が適切であるかを考えるようにした。 

質問４．これまでの取り組みに対して、十分に振り返ることができた。 

質問５．振り返りは次の学習に活かすことができそうだ。 

 

回答結果                                                                     (N=35) 

設問 時期 
とても強く 

思う 
思う 

どちらとも 

いえない 
思わない 全く思わない 

１ 
９月 ２人 ( 5.7%) 13人 (37.1%) 15人 (42.9%) ４人 (11.4%) １人 ( 2.9%) 

12月 ４人 (11.4%) 18人 (51.4%) 10人 (28.6%) ２人 ( 5.7%) １人 ( 2.9%) 

２ 
９月 ２人 ( 5.7%) ８人 (22.9%) 17人 (48.6%) ７人 (20.0%) １人 ( 2.9%) 

12月 ５人 (14.3%) 14人 (40.0%) 14人 (40.0%) ２人 ( 5.7%) ０人 ( 0.0%) 

３ 
９月 ４人 (11.4%) 11人 (31.4%) 14人 (40.0%) ４人 (11.4%) ２人 ( 5.7%) 

12月 ７人 (20.0%) 13人 (37.1%) 13人 (37.1%) ２人 ( 5.7%) ０人 ( 0.0%) 

４ 
９月 ４人 (11.4%) 13人 (37.1%) 13人 (37.1%) ４人 (11.4%) １人 ( 2.9%) 

12月 ８人 (22.9%) 11人 (31.4%) 15人 (42.9%) ０人 ( 0.0%) １人 ( 2.9%) 

５ 
９月 12人 (34.3%) 14人 (40.0%) ７人 (20.0%) １人 ( 2.9%) １人 ( 2.9%) 

12月 12人 (34.3%) 15人 (42.9%) ７人 (20.0%) １人 ( 2.9%) ０人 ( 0.0%) 

 

      この結果から、全ての設問で「とても強く思う」「思う」という回答の割合が増えていること

が分かる。特に、設問１「自分で立てた目標を達成することができた」、設問２「目標に向かっ

て粘り強く取り組むことができた」の伸び率が高いことから、目標を設定することで伸ばすべ

き力が明確となり、学びが促進されたことが示唆される。また、設問５「振り返りは次の学習

に活かすことができそうだ」について、９月・12月の調査が共に、「（とても強く）思う」の割

合が70%を超えていることから、活動の省察だけでなく、次の学習に向けてどのように改善する

かという学習方略を考えさせることにも、学習ポートフォリオによる振り返りが有益であるこ

とがうかがえる。 

 

   エ 考察 

       本研究では「主体的に学習に取り組む態度」を促すツールとして、学習ポートフォリオを

導入し、その使い方を指導した上で、学習者に一定期間取り組ませた。学習ポートフォリオ

内の記述の分析や学習者の感想・評価、質問紙調査から明らかになったことは以下の２点であ

る。 

① 学習ポートフォリオ活用による、主体的な学習態度の育成 

学習者の目標設定については、自分自身の得意な面を伸ばそうとする者がいる一方、苦手

を克服しようとする者がいるなど、多種多様であることが分かった。また、学習過程の中で

生じた課題を次の学習に活かそうとする学習者が多くみられた。このことから、長期的な学

習ポートフォリオの活用は、主体性をもって英語学習に臨む姿勢を身に付けさせることにも

役立つことが推察された。 

 



 

② 学習ポートフォリオ活用による、学習を自己調整する力の育成 

２回の質問紙調査の回答比較により、目標達成と粘り強い取組を自覚する学習者の割合が

大きく増加したことから、継続的に学習ポートフォリオを活用することで、学習を自己調整

する力が向上する可能性が示唆された。 

 

今回の調査は短期間であったが、一連の取組に一定の効果があったと言ってよいだろう。今後、

更に長期的に学習ポートフォリオを活用しながら、主体性や自己調整の力を更に高める工夫や、言

語習得へのより効果的な活用法などについて、研究し、検証を重ねていきたいと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■「主体的・対話的で深い学び」を促す指導と言語活動 

 

１ 研究のテーマ 

(1) 研究テーマ 

英語授業における「主体的・対話的で深い学び」を促す指導と言語活動 

(2) 研究のねらい 

新学習指導要領の実施に当たり、「主体的・対話的で深い学び」を促す指導と言語活動の在り方を

考え、実践することで、そのアプローチが言語学習にもたらす効果について考察する。 

(3) 研究担当者 

神奈川県立保土ヶ谷高等学校（全日制）  近藤 飛鳥 教諭 

 

２ 実践事例 

(1) 単元の指導と評価の計画 

① 科目名：コミュニケーション英語Ⅰ 

② 単元名：Lesson 5 Finding My Future ～All Aboard! English Communication Ⅰ（東京書籍） 
③ 単元の目標：自分や相手の好きなこと、将来したいことについて、 

・理由・具体例を伴って、論理性に注意して考えを伝え合うことができる。 

・学んだ表現を積極的に活用し、自分の考えを詳しく伝えることができる。 

・話し手の意図を理解し、適切に反応することで、コミュニケーションへの意欲を示すことができる。 

④ CAN-DOリストに基づく単元の学習到達目標及び単元の評価基準 

CAN-DOリストに基づく単元の学習到達目標及び評価方法 

評価方法 

定期テスト 

小テスト 

パフォーマ

ンス 

テスト 

課題 

知

識

・

技

能 

知識 
好きなことや将来したいことを伝える表現の特徴を理解し、語彙、文法（助動詞、不

定詞、動名詞）等の言語知識を身に付けている。 
○     

技

能 

聞

・

読 

○聞 人物の好きなことや将来の夢について話された文を聞いて、その内容を捉える技

能を身に付けている。 

○読 人物や場所の説明について書かれた文を読んで、その内容を捉える技能を身に付

けている。 

○     

や

・

発

・

書 

○や 好きなことや将来したいことについて、考えを伝え合う技能を身に付けている。 

○書 好きなことや将来したいことについて、考えを書いて伝える技能を身に付けて 

いる。 

○   ○ 

思

考

・

判

断

・

表

現 

聞・読 
○聞 好きなことや将来の夢について、必要な情報を聞きとることができる。 

○読 人物や場所の説明について、大まかな内容を読み取ることができる。 
○     

や 

・ 

発 

・ 

書 

○や 【生徒対話型のパフォーマンステスト】（ゴールタスク） 
自分や相手の好きなこと、将来したいことについて、 

・理由・具体例を伴って、論理性に注意して考えを伝え合うことができる。 
・学んだ表現を積極的に活用し、自分の考えを詳しく伝えることができる。 
・話し手の意図を理解し、適切に反応することで、コミュニケーションへの意欲を

示すことができる。 

○書 理由と具体例を伴って、自分の考えを書いて伝えることができる。 

○ ○   

主体的に学習に 

取り組む態度 
授業で学んだ表現を積極的に記録・活用して、主体的・自律的にコミュニケーション

を図ろうとしている。    ○ ○ 

 

評価基準（ゴールタスク及び主体的に学習に取り組む態度） 

思考・判断・表現 （話すこと［やり取り］） 

論理性 

A 二つの理由に加えて、適切な具体例を二つ伴って、自分の考えを伝えることができる。 

B 二つの理由に加えて、適切な具体例を一つ伴って、自分の考えを伝えることができる。 

C 二つの理由を伴って、自分の考えを伝えることができる。 



表現の活用 

A フレームに加えて、適切な表現を複数組み合わせて、自分の考えを詳しく伝えることができる。 

B フレームに沿って、適切な表現を複数用いて、自分の考えを伝えることができる。 

C フレームに沿って、簡単な英語を用いて、自分の考えを伝えることができる。 

態度 

A 声量、アイコンタクト、相づちの三つ全てを適切に用いて話すことができる。 

B 声量、アイコンタクト、相づちのうち二つを適切に用いて話すことができる。 

C 声量、アイコンタクト、相づちのうち一つを適切に用いて話すことができる。 

主体的に学習に取り組む態度（評価方法：表現シート・振り返りシートの提出） 

表現シート 
振り返り 

シート 

A 授業で学んだ表現及び自身の成長を積極的に記録し、設定した目標達成のために進んで学習に取り入れている。 

B 授業で学んだ表現及び自身の成長を積極的に記録できている。 

C 授業で学んだ表現及び自身の成長を積極的に記録できていない。 

 

⑤ 単元（題材）の指導計画 

単元計画 

時 学習活動 主体的・対話的で深い学びにつながる 
学習活動のねらい 

1 

○ イントロダクション 
・ “What do you want to do after graduation and why?” 
（単元の基軸となる質問） 

 ペアで考えを伝えあう。結果を振り返りシートに記録す

る。 
・パフォーマンステストの内容と三つの目標を確認する。 
・Personal Goalを設定する。 
 
・“Let’s expand your vocabulary!”  
・下記Q1に取り組み、理由を設定する練習をする。その後

ペアで会話をする。 
・英語でうまく伝えられなかった表現をクラスで共有し、表

現シートに記入する。 
Q1 What do you want to do in your free time? 
~Target Perspective（One Reason）~ 

・I want to listen to music because I can relax. 
・I want to eat sweets because I feel happy. 

○主  実際に質問に答えようとすることで、自分自

身と向き合い、「できることとできないこ

と」を項目ごとに整理する。（例：将来した

いことを伝えられる。その理由を伝えられ

る。具体例を挙げられる。声量、アイコンタ

クト、相づちを適切に用いて相手を意識しな

がら話すことができる。） 
○主  単元を通した学びで「何ができるようになる

か」を意識することに加え、個人目標を設定

することで主体的な学びを促す。 
○対  友人や教師とのやり取りの中で、表現を学

び、記録していくことで表現の幅を増やす。 
○主  表現シートの記入を通して、使える表現が増

えていることを確認し、単元の目標達成のた

めに活用できるようにする。 
○深  “Let’s expand your vocabulary!” は、基軸と

なる質問とパフォーマンステストに関連して

いる。スモールステップで理由・具体例の設

定の仕方について学び、段々と考えを論理的

に伝えられるようにする。また、この活動を

通して学んだ表現を組み合わせていく中で、

自身の考えを形成したり、深めたりする。 
 

 

 

 

 

 



2
~
3 

○ Reading “Part1” 
・Part1の単語を教科書を用いて調べる。 
・Part1のフレーズを例文で確認する。(パターン・プラクテ

ィス) 
・本文を用いて、欲しい情報を得るための読みの練習をす

る。（スキャニング） 
・本文の聞き取りをする。（単語のディクテーション） 
・本文の意味を確認し、音読する。（サイト・トランスレー

ション） 
・ターゲット・センテンスを聞き取る。（文のディクテーシ

ョン） 
・英語でのやり取り（職業適性検査）を通し、職業について

の考えを深める。 
 
“Let’s expand your vocabulary!”  
・下記Q2に取り組み、理由・具体例を設定する練習をす

る。その後ペアで会話をする。 
・リアクションの表現や使い方について学び、実践する。 
・英語でうまく伝えられなかった表現をクラスで共有し、表

現シートに記入する。 
Q2 What do you want to do during the winter vacation? 
~Target Perspective（Examples）~ 

・I want to go to the South Pole because I want to do 
something unique. For example, I can take a picture of 
wild penguins. 

・I want to stay home with my family because it’s relaxing. 
For example, I want to buy a lot of gummies and eat 
them in the Kotatsu. 

~Target Perspective（Reactions）~ 
・Wow! / Wonderful! / That’s amazing! /That’s interesting. 

/Really? / No way! 

○主  単語やフレーズの確認では、学んだフレーズ

を用いて自分自身や身近なことについて作文

をする。また、表現シートに記入して振り返

りを行うことで、単元を通して表現の幅が増

えたことを感じられるようにする。 
○対  作った英文をペア等で共有し、伝え合うこと

の楽しさを感じられるようにする。その際、

ただ文を読み上げるのではなく、質問を通し

て相手の考えを引き出すことで、実生活によ

り近いコミュニケーションを経験できるよう

にする。 
○深○主   

“Let’s expand your vocabulary!”に挑戦する中

で、自身の考えを深めたり、表現を学んだり

する。その後、基軸となる質問に再挑戦する

ことで、学んだ表現を活用したり、自身の成

長を感じられたりするようにする。 
○対  学年の教師の意見を紹介することで、生徒の

興味を引き付けることに加え、生徒の日常生

活に関連した表現を学べるようにする。 
○深  生徒の答えを確認する中で、頻度の多い間違

いや、共通して見受けられる改善点などがあ

れば、クラス全体で共有する。 
○深  リアクションに関しては、「総合的な探求の

時間」で学んだグループワークの三つのルー

ルを再確認し、英語でのやり取りにおいても

肯定的な反応を示せるようになる。（教科等

横断的な学習） 

4
~
5 

○ Reading “Part 2” 
・Part 2の単語を教科書を用いて調べる。 
・Part 2のフレーズを例文で確認する。(パターン・プラク

ティス) 
・本文を用いて、欲しい情報を得るための読みの練習をす

る。（スキャニング） 
・本文の聞き取りをする。（単語のディクテーション） 
・本文の意味を確認する。（サイト・トランスレーション） 
・本文の音読をする。 
・ターゲット・センテンスを聞き取る。（文のディクテーシ

ョン） 
・英語でのやり取り（職業の説明）を通し、職業についての

考えを深める。 
 
“Let’s expand your vocabulary!”  
・下記Q3に取り組み、理由・具体例を二つずつ設定する練

習をする。その後ペアで会話をする。 
・英語でうまく伝えられなかった表現をクラスで共有し、表

現シートに記入する。 
Q3 What do you want to do next year? 
~Target Perspective（Two Reasons）~ 

・I want to enjoy the school trip. I have two reasons. 
First, the school trip is very special for high school 

students. For example, it’s a rare chance to talk with 
friends all night. 

Second, it’s a good chance to visit a new place. For 
example, I’m looking forward to seeing whale sharks at 
Churaumi Aquarium. 

○主  単語やフレーズの確認では、学んだフレーズ

を用いて自分自身や身近なことについて作文

をする。また、表現シートに記入して振り返

りを行うことで、単元を通して表現の幅が増

えたことを感じられるようにする。 
○対  作った英文をペア等で共有し、伝え合うこと

の楽しさを感じられるようにする。その際、

ただ文を読み上げるのではなく、質問を通し

て相手の考えを引き出すことで、実生活によ

り近いコミュニケーションを経験できるよう

にする。 
○深○主   

“Let’s expand your vocabulary!”に挑戦する中

で、自身の考えを深めたり、表現を学んだり

する。その後、基軸となる質問に再挑戦する

ことで、学んだ表現を活用したり、自身の成

長を感じられるようにする。 
○対  学年の教師の意見を紹介することで、生徒の

興味を引き付けることに加え、生徒の日常生

活に関連した表現を学べるようにする。 
○深  生徒の答えを確認する中で、頻度の多い間違

いや、共通して見受けられる改善点などがあ

れば、クラス全体で共有する。 

 

 



6 
○ 動名詞 
・動名詞の使い方、使用場面を確認する。 
・動名詞の使い方をパターン・プラクティスで身に付ける。 
・動名詞を用いたコミュニケーション活動に挑戦する。 

○対  インフォメーション・ギャップのあるコミュ

ニケーション活動を通して、やり取りの中で

動名詞の使い方、使用場面を理解できるよう

にする。 

7
~
8 

○ Practice for the presentation 
“Let’s expand your vocabulary!” 
・下記Q4（基軸となる質問）について、ペアで会話をする。 
・英語でうまく伝えられなかった表現をクラスで共有し、表

現シートに記入する。 
・理由・具体例を二つずつ設定できるよう、ブレインストー

ミングを通して考えを整理する。 
・より具体的に答えるために、表現シートを振り返り、学ん

できた表現を活用する。 
Q4 What do you want to do after graduation? 
・パフォーマンステストに向けて評価基準を再度確認する。 
・声量、アイコンタクト、相づちを適切に用いて相手を意識

しながらやり取りできるように、ペアで練習を重ねる。 

 ○主  単元を通して学んできた表現を振り返り、積

極的に活用することを通し、習った表現が定

着するようにする。 
○主  可能であれば、フレームに加えてオリジナル

の英文を足すように促すことで、自分の伝え

たいことを英語にしようとしてみる主体性を

伸ばす。  
○対  ペアでの練習では、アイコンタクトの回数を

カウントする活動を通し、相手を意識して伝

え合うことの楽しさを感じられるようにす

る。また、表現や伝え方に関しての学びあい

を促す。 
○深  練習をする中で、頻度の多い間違いや、共通

して見受けられる改善点などがあれば、クラ

ス全体で共有する。 

9 
~ 

10 

○ 発表（パフォーマンステスト） 
【テスト中】 
・ランダムに選ばれたペアと別室において、将来したいこと

について伝えあう。 
・話しているときは、意味のまとまりやアイコンタクト等を

意識し、相手が聞き取りやすいようにする。 
・聞いているときは、適切なリアクションをして、相手が話

しやすいようにする。 
【テスト中以外】 
・助動詞canやwill、不定詞や動名詞を用いて、おすすめの

施設や場所について説明するポスターを制作する。 
【テスト終了後】 
・単元を通してできるようになったこと、これからの課題に

ついて振り返る。 

○対  話し手は聞き手を意識すること、聞き手は話

し手を意識することで、お互いの考えが伝わ

りやすくなることを確認する。 
○深  単元を通して学んだ表現や論の展開を、別の

内容におけるポスター制作に応用する。 
○主  単元の振り返りを通して、自身の成長や課題

を確認し、次の学習につなげるきっかけとす

る。 

後

日

○ 定期テスト／提出物の回収 
・定期テストにおいて以下の評価をする。 
【知識・技能】 
○知  好きなことや将来したいことを伝える表現の特徴を理解

し、語彙、文法（助動詞、不定詞、動名詞）等の言語知

識を身に付けている。 
○聞  人物の好きなことや将来の夢について話された文を聞い

て、その内容を捉える技能を身に付けている。 
○読  人物や場所の説明について書かれた文を読んで、その内

容を捉える技能を身に付けている。 
【思考・判断・表現】 
○聞  人物の好きなことや将来の夢について、必要な情報を聞

きとることができる。 
○読  人物や場所の説明について、大まかな内容を読み取るこ

とができる。 
○書  理由と具体例を伴って、自分の考えを書いて伝えること

ができる。 
・ 冊子／表現シート／振り返りシートの提出を通して以下

の評価をする。 
【主体的に学習に取り組む態度】 
○態  授業で学んだ表現を積極的に記録・活用して、主体的・

自律的にコミュニケーションを図ろうとしている。 

○深  “Let’s expand your vocabulary!” で学んだ表

現等を、定期テストのスピーキング以外の技

能でも活用するように事前に促す。 

 

  



⑥ 授業実践例 

学習活動（指導上の留意点を含む） 
評価の観点 

（評価方法） 

【前時の振り返りと本時の目標の確認】（5分） 

○ スピーキングQ2 （１回目） 

・“What do you want to do in the winter vacation?”についてペアで答え合う。 
 

【理由・具体例の設定】（25分） 

○ Kahoot!を用いて、スピーキングQ2の解答（学年の教師が答えてくれたもの）を

幾つか読み、どの教師の考えかを当てる。 

○ Kahoot!に出てきた解答を分析し、具体例の設定方法を学ぶ。（Focus on Form） 

○ スピーキングQ2に対して、理由・具体例を再設定する。 

・できたらスタンプ→確認が終わった生徒はReadingに取り組む 

・「伝えたいけれど言えなかった表現」をクラスで共有する 

○ スピーキングQ2（２回目） 
 

【リアクション】（15分） 

○ 肯定的なリアクションの導入 

・英語の「いいね」で知っている表現をMentimeterで共有 

※ Mentimeter／参加者の考えがリアルタイムでワードクラウドやグラフなどの形で表示さ

れるプレゼンテーション・ソフト（https://www.mentimeter.com） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  （図１）Mentimeterを用いて共有した生徒の回答（英語の「いいね」で知っている表現） 
 

・総合的な探求の時間に学んだ「グループワークにおける三つの約束」を確認 

○ 肯定的なリアクションの練習 

・リアクションがどのように使われているかをYouglishで確認 

・ペアでリアクションの練習→リアクションの目的の確認 

・スピーキングQ2 （３回目） 
 

【まとめ】（5分） 

○スピーキングの振り返り 

・スピーキングQ2（３回目）の結果について、振り返りシートへの記入及び

Mentimeterで共有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（図２）Mentimeterを用いて共有した生徒の回答（スピーキングの振り返り） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主体的に学習に

取り組む態度 

（振り返りシー

トの記述） 

実施日：令和３年10月26日（火） 

 

 

https://www.mentimeter.com


(2) 結果の検証 

ア 主体的・対話的で深い学びの視点に基づく指導のポイント 

① 主体的な学びの視点 

○ 単元を通した学びで、「何ができるようになるか」を意識させる。 

・単元の初回に、１レッスン分のハンドアウトを冊子の形で生徒に配付する。 

・レッスンの最後に行うパフォーマンステストの内容・採点基準を最初に示す。 

・パフォーマンステストに向けて、個人目標を設定させる。 

○ 単元を通した学習活動を振り返り、身に付いた能力を自覚させる。（振り返りシート） 

・パフォーマンステストに向けた練習の授業（Let’s expand your vocabulary!）では、授業の

最初に前時のスピーキングの結果を振り返り、目標達成に向けて伸ばすべき能力を確認さ

せ、授業の終わりに本時のスピーキングの結果を振り返り、身に付いた能力を自覚させる。

（振り返りシートへの記入・Mentimeterを用いた結果の共有） 

○ 活動の中で使ったり学んだりした表現を記録させ、知っている表現が増えたことを自覚させる。 

（表現シート） 

・授業中に使用したり教師に質問したりして学んで英語表現を書きため、振り返りを行うこ

とで、単元を通して表現の幅が増えたことを感じられるようにする。 
② 対話的な学びの視点 

○ 思考を交流させ、他者から表現を学ばせる。 

・友人や教師とのやり取りの中で表現を学ばせ、記録させていくことで表現の幅を増やす。 

・学年の教師の考えを紹介することで、生徒の興味を引き付けることに加え、生徒の日常生

活に関連した表現を学べるようにする。 

○ 協働的な学び合いを通して問題解決を促す。 

・Kahoot!を用いた既習事項の確認では、ペアで端末を共有させ、協働的な学習を促す。 

・ペアでのスピーキング練習では、アイコンタクトやリアクションの回数をカウントする活

動を通し、相手を意識して伝え合うことの楽しさを感じられるようにする。また、表現や

伝え方に関しての学び合いを促す。 

③ 深い学びの視点 

○ 自身の考えを深めさせる。 

・“Let’s expand your vocabulary!” では、スモールステップで理由・具体例の設定の仕方につ

いて学ばせ、徐々に考えを論理的に伝えられるようにする。また、この活動を通して学んだ

表現を組み合わせていく中で、自身の考えを形成させたり、深めさせたりする。 

・テキストを読む際、将来の夢を持っている高校生について学ばせるだけでなく、「自分はど

う考えているのか」という視点で自分自身とテキストの内容を照らし合わせながら、自身の

考えを深めさせる。 

○ 知識を関連付けて、場面に応じて活用させる。 

・スピーキングの練習をくり返す中で、使いやすい表現を見つけ出し、別のトピックでも活

用できるようにさせる。 

・“Let’s expand your vocabulary!” で学んだ表現等を、パフォーマンステスト（スピーキング）

だけでなく、ライティング等の別の技能でも活用するように事前に促す。 

・「総合的な探究の時間」で学んだ、グループワークを円滑にするためのリアクションを再確

認し、英語でのやり取りにおいても肯定的な反応を示せるようにさせる。（教科等横断的な

学習） 

 

 

 

 

 

 

 

 



イ 指導に対する生徒の反応（アンケート調査） 

① 実施方法：アンケート（マークシート及び記述調査） 

② 対象：１学年の生徒（79名） 

③ 実施時期：パフォーマンステスト直前の授業 

④ 結果 

○ 選択式回答：次の各活動は「将来の夢を論理的に語れるようになる」ためにどの程度役だったと

感じましたか。 

 

学びの

種類 
活動 役立った 

少し 

役立った 

余り 

役立たな

かった 

役立たな

かった 

主体的

な学び 

レッスンの最初にスピーキングテストの内

容・採点基準や、やるべきことを確認する 
34人 

(43.0%) 

38人 

(48.1%) 

7人 

( 8.8%) 

0人 

( 0.0%) 

振り返りシートを記入する 
27人 

(34.1%) 

41人 

(51.9%) 

10人 

(12.7%) 

1人 

( 1.3%) 

スピーキング練習後にMentimeterで結果

を入力する 
27人 

(34.1%) 

41人 

(51.9%) 

11人 

(13.9%) 

0人 

( 0.0%) 

表現シートを記入する 
33人 

(41.8%) 

36人 

(45.6%) 

8人 

(10.1%) 

2人 

( 2.5%) 

知りたい表現についてChromebookを使っ

て自分自身で調べる＊ 
53人 

(67.1%) 

22人 

(27.8%) 

2人 

( 2.5%) 

1人 

( 1.3%) 

対話的

な学び 

ペアでスピーキングの練習をする 
50人 

(63.3%) 

27人 

(34.1%) 

2人 

( 2.5%) 

0人 

( 0.0%) 

知りたい表現について教師から学ぶ 
57人 

(72.2%) 

19人 

(24.1%) 

3人 

( 3.8%) 

0人 

( 0.0%) 

深い 

学び 
４回かけて徐々に難しいトピックに答えて

いく 

33人 

(41.8%) 

40人 

(50.6%) 

6人 

( 7.6%) 

0人 

( 0.0%) 
＊１名無回答 

○ 自由記述式回答：「将来の夢を論理的に語れるようになる」ために特に役立ったと思う活動につ

いて書いてください。 

 

学びの 

種類 
活動内容 数 例（生徒の回答をそのまま記述） 

主体的 

な学び 

・学習に見通しを持つ 

・振り返りシートに記入

する 

３ 

・レッスンの最初に採点基準を確認できたのがよかった。 

・振り返りシートを書くことで、自分のどこがいけないのか

を知れるし、すごく役に立った。 

・表現シートに記入する 6 

・スピーキングテストはたくさん表現を知っていないと自分

の言いたいことを相手に伝えるのは難しいから、表現シー

トや先生に教えてもらうというのがとてもよかった！ 

・Chromebookで調べたり、表現シートを記入することで、

自分の言いたいことをうまく表現できるようになった。 

・単語や表現を自分で調

べる 
18 

・自分で調べて書いたりするのが頭によく入って役立った。 

・Chromebookで表現を調べることで、知らない単語やその

意味を知ることができて一番役立ったと思います。 

・Chromebookで表現を調べることが非常に良いなと感じま

した。自分で調べて書いているので覚えられたりもする

し、大事な表現や自分にしかわからない表現が英語でわか

ったりするので良いなと思います。 

・Chromebookで調べると自分が知りたい表現だけでなく発

音も聞けるからありがたいなと思いました。 

 

 



対話的

な学び 

・ペアでスピーキング練

習をする 

・単語や表現を友人と学

び合う 

23 

・ペアで話すといろいろ色々な表現もわかるし、英語力が少

しずつ上がる気がする。 

・ペアでスピーキングの練習したことが役立った。言葉に出

して言うことで発音とか覚えやすかった。 

・ペアでスピーキングの練習をしたことがすごく勉強になり

ました。ペアの人のリアクションの仕方だったり、表現の

仕方など、自分だけじゃ思い付かないことも知ることがで

きました。 

・ペアでのスピーキング練習で、また違った表現の仕方があ

ることに気づいたことが役立ったと思いました。 

・友達とペアワークすることで、「この単語使えるな」と思

ったこともたくさんあってすごく役立った。 

・ペアワークでの練習が役立った。相手にどう言えば伝わる

かなどをリアルタイムで考え、模索することができた。 

・私はスピーキングテストに向けて、みんなが聞きやすいよ

うな速度で話したいし、自分がどのように聞こえているの

かを知りたいからペアでやりたいです。 

・ペアで練習することが一番役立ったと思う。理由などをよ

りわかりやすく伝わりやすくすることを考えられた。 

・ペアワークをすると楽しく覚えられるので続けたい。 

・単語や表現を教師から

学ぶ 
17 

・知らなかった表現や単語を先生がよく黒板に書いてくれ

て、新しいことをたくさん知れて楽しかった。 

・わからない単語を黒板に書いてもらったり、英文をチェッ

クするときに教えてくれたことでスムーズに勉強できまし

た。 

・黒板上で表現を教えてもらえると、自然に頭に入って覚え

やすかったです。 

・もっといろいろな表現を知りたいので教えてほしいです。 

深い 

学び 

・自身の考えを深める 

・知識を関連付けて、場

面に応じて活用する 

2 

・答えだけじゃなくて理由や具体例まで考えるのがよかった

と思いました。 

・練習で文をたくさん作ったことが役立った。 

 

⑤ 考察 

選択式回答の分析結果を見ると、どの活動に対しても９割近くの生徒が「将来の夢を論理的に

語れるようになる」ために「役立った」「少し役だった」と答えている。その中でも「知りたい表

現についてChromebookを使い自分自身で調べる」「ペアでスピーキングの練習をする」「知りた

い表現について教師から学ぶ」については、役立ったと感じている割合が特に高いことが分かる。

表現を自分で調べたり、教師から教えてもらったりした上で、友人と話して練習することが有用

だと感じている生徒が多いと考えられる。 

自由記述では、主体的な学びと対話的な学びに関する活動に関するコメントが多かった。「自分

の考えを論理的に話す」という目標に対して、主体的な学びや対話的な学びを通して「使える表

現を増やす」ことが有効であることを示唆している。なかでも単語や表現の学び方に関するコメ

ントが多く、「自分で学ぶ」「友人と学ぶ」「教師から学ぶ」という３種類の学び方のうち、どの学

び方に関しても有益だと感じている生徒が一定数いることが分かった。学び方の好みには様々あ

り、一つの学び方に偏ることがないよう、複数の手段を授業に取り入れてほしいという生徒の要

望が表れている。 

 

３ まとめ 

   卒業後にしたいことについて考えを伝え合うというパフォーマンステストは、本校の１年生の生徒に

とって、内容面においても表現面においても挑戦的なものであった。それができるようになるための

道筋を示し、単元の中での自身の成長を確認させた「主体的な学び」の視点、友人や教師とのやり取

りの中から表現の幅を増やした「対話的な学び」の視点、基軸となる質問にくり返し答える中で自身

の考えを深めていった「深い学び」の視点、どれもが生徒が単元の目標を達成する上で、重要な役割

を果たしていることが明らかになった。特に、表現を学ぶことが有益だと感じている生徒が多く、

様々な方法で表現の幅を増やしたいと感じている点は注目に値する。実際のパフォーマンステストで



も、学んできた表現を用いながらいきいきと自身の夢を語る様子が印象的であった。達成感に満ちた

表情は、自分なりの方法で見つけてきた表現を使って自己表現ができるようになったという学習のプ

ロセスによってもたらされたもののようにも見えた。本研究が、学習のプロセスが生徒に与える影響

への理解と、「主体的・対話的で深い学び」の促進の一助となれば幸いである。 


